
☆ 危険な場所とは「入りやすい場所」「見えにくい場所」 ☆
き けん ば しよ はい ば しよ み ば しよ

「犯 罪がおきた場所」や「変な人がいた場所」を地図 上 に書くだけでは、 犯 罪
はんざい ばしよ へん ひと ばしよ ち ず じよう か はんざい

から身を 守 る 力 は伸ばせません。そこに近づかないようにすることはできても、知
み まも ちから の ちか し

らない場所では、どこが危険な場 所 なのか分からないからです。
ばしよ きけん ば しよ

どこに行っても 犯 罪 にあわないようにするためには、自 分 で危 険 な場 所 を 発 見
い はんざい じ ぶん き けん ば しよ はつけん

できるようにならなければなりません。地域安 全マップづくりで見つけてほしい
ちいき あんぜん

「危険な場所」とは、「入りやすくて見えにくい場所」です。
きけん ばしよ はい み ばしよ

例えば、どこからでも入れる公 園は「入りやすい場所」です。 植 物が邪魔をし
たと はい こうえん はい ばしよ しよくぶつ じや ま

て、子どもが遊んでいる 姿 が見えない公 園は「見えにくい場所」です。ガードレ
こ あそ すがた み こうえん み ばしよ

ールがない歩道は、車 を使った犯罪 者にとっては「入りやすい場所」です。塀が高
ほ どう くるま つか はんざいしや はい ばしよ へい たか

くて家の中から通行人が見えない歩道は「見えにくい場所」です。
いえ なか つうこうにん み ほ どう み ばしよ

また、落書き、散乱ゴミ、放置自転車などが多いと、そこは、犯 罪者にとって、
らく が さんらん ほう ち じ てんしや おお はんざいしや

「入りやすく見えにくい場所」になります。 近 所 の 人 が無 関 心 で、管理ができて
はい み ばしよ きんじよ ひと む かんしん かん り

いない場 所 は、 悪 い 人 に、「犯 罪を実 行しても見つからないだろう」「見つかって
ば しよ わる ひと はんざい じつこう み み

も通報されないだろう」と 思 わせてしまうのです。
つうほう おも

（参照：【立 正 大学 教 授（犯罪社会学）小宮信夫著「地域安全マップ作成マニュアル」】）
りつしようだいがくきようじゆ はんざいしやかいがく こみやのぶおちよ ちいきあんぜん さくせい

地域 安 全マップでは、「入りやすい場所」そして「見えにくい場所」を発 見しな
ち いきあんぜん はい ばしよ み ばしよ はつけん

がら、地図をつくりましょう。
ち ず

※ 実 際に犯 罪がおきた場所を地図 上 に書いた「犯 罪 発 生マップ」や、変な人
じつさい はんざい ばしよ ち ず じよう か はんざいはつせい へん ひと

がいた場所を地図 上 に書いた「不審 者 出 没マップ」にならないように 注 意し
ばしよ ち ず じよう か ふ しんしやしゆつぼつ ちゆう い

ましょう。

☆ 割れ窓理論 ☆
わ まど り ろん

「割れ窓理論」とは、アメリカの犯 罪 学 者ジョージ・ケリング博士により提 唱
わ まど り ろん はんざいがくしや はかせ ていしよう

されたもので、１枚の割れた窓ガラスを放置すると、割られる窓ガラスが増え、そ
まい わ まど ほう ち わ まど ふ

の建物 全体が荒廃し、いずれ街全 体が荒れてしまうという理論です。
たてものぜんたい こうはい まちぜんたい あ り ろん

１つの無秩 序を放置すると、地域社 会の秩 序維持機能が弱まり、犯 罪は増加す
む ちつじよ ほう ち ちいき しやかい ちつじよ い じ き のう よわ はんざい ぞう か

るというもので、小さな芽のうちに摘むことが大 切だということを説いています。
ちい め つ たいせつ と

（引 用：【（公 財） 茨 城県 防 犯 協 会「防 犯ボランティア活 動のしおり」】より）
いんよう こうざい いばら き けんぼうはんきようかい ぼうはん かつどう

地域 安 全マップづくりでは、こうした割れた窓ガラスが放置されているような
ち いきあんぜん わ まど ほう ち

場所（地域が無関心な場所）がないかを確認することも必要です。
ばしよ ちいき む かんしん ばしよ かくにん ひつよう


